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お
よ
び
被
扶
養
者
を
対
象
と
す
る
「
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
」
の
義
務
化
が
開
始
さ
れ
、
今
年
度
は
3
年
目
を
迎
え

ま
す
。

　

人
口
構
成
の
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
む
中
で
、
生
活
習
慣

病
の
増
加
に
よ
り
疾
病
構
造
が
大
き
く
変
化
し
、
医
療
費
も

増
大
の
一
途
を
た
ど
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
病
気
の
早

期
発
見
が
重
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
発
病
そ

の
も
の
を
予
防
す
る
「
一
次
予
防
」、「
特
定
健
診
・
特
定
保

健
指
導
」
制
度
の
推
進
が
そ
の
重
点
施
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
来
、
子
育
て
支
援
の
一
つ
と
し
て
出
産
育
児
一

時
金
の
増
額
も
実
施
さ
れ
、
少
子
化
対
策
に
も
力
点
が
お
か

れ
て
い
ま
す
。

　

当
健
保
組
合
は
、
こ
れ
ま
で
法
定
健
診
以
外
の
健
診
項
目

の
実
施
助
成
、
歯
科
検
診
の
実
施
、
よ
り
よ
い
生
活
習
慣
定

着
の
た
め
の
「
健
康
達
人
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
実
施
な
ど
保

健
事
業
を
推
進
し
て
き
て
い
ま
す
が
、「
健
康
日
本
21
」「
健

康
増
進
法
」
の
基
本
目
標
に
沿
っ
て
、
皆
様
の
健
康
づ
く
り

の
お
手
伝
い
を
す
る
べ
く
「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」

を
も
と
に
し
た
健
康
維
持
・
改
善
5
年
計
画
に
取
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
蔓
延
し
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様

並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
康
維
持
の
た

め
の
自
己
管
理
、
自
助
努
力
、
具
体
的
に
は
「
規
則
正
し
い

生
活
、
十
分
な
休
息
」、「
手
洗
い
、
う
が
い
の
励
行
」、「
腹
八

分
目
の
食
事
」、「
食
後
の
歯
磨
き
」、「
適
度
な
運
動
」
な
ど

基
本
的
な
生
活
習
慣
の
励
行
が
、
医
者
や
薬
の
厄
介
に
な
ら

ぬ
た
め
の
、
ま
た
病
気
の
な
い
明
る
い
生
活
へ
の
近
道
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
、
ご
健
康
で
明
る
い
年
で

あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

一
昨
年
秋
、
米
国
で
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
し

た
世
界
規
模
で
の
経
済
危
機
は
、
一
年
余
を
経
過
し
、
主
要

国
の
財
政
出
動
な
ど
に
よ
り
徐
々
に
危
機
を
脱
し
つ
つ
あ
る

も
の
の
、
米
国
、
欧
州
で
の
失
業
率
増
加
に
み
ら
れ
る
様
に

未
だ
予
断
を
許
さ
ぬ
状
況
に
あ
り
ま
す
。
わ
が
国
も
、
本
格

的
な
景
気
回
復
に
向
か
う
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ
う
で

す
。
一
方
、
衆
議
院
選
挙
に
て
政
権
交
代
が
起
こ
り
、
諸
政

策
の
実
施
が
打
ち
出
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
の
成
り
行
き
が
注

視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
社
会
保
障
制
度
の
中
核
の
ひ
と
つ
で
あ
り

ま
す
医
療
保
険
制
度
に
関
し
ま
し
て
は
、
平
成
20
年
4
月
に

従
来
の
老
人
保
健
制
度
か
ら
独
立
の
後
期
高
齢
者
（
長
寿
）

医
療
制
度
に
移
行
し
ま
し
た
が
、
現
政
権
で
は
3
年
を
か
け

て
見
直
す
こ
と
を
政
策
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
医

療
制
度
へ
の
拠
出
金
の
負
担
増
が
健
保
組
合
の
赤
字
問
題
の

原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
そ
の
解
決
は
相
当
困
難
で
あ
り
、

ま
た
、
現
不
況
下
、
被
保
険
者
の
所
得
減
少
は
避
け
ら
れ
ず
、

そ
の
影
響
で
健
保
組
合
も
減
収
を
余
儀
な
く
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
一
方
で
、
同
じ
く
4
月
に
健
保
組
合
な
ど
保
険
者
に

対
し
、
生
活
習
慣
病
対
策
と
し
て
、
40
歳
以
上
の
被
保
険
者

新
年
明
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

川
崎
汽
船
健
康
保
険
組
合

　

理
事
長　

守
田　

敏
則
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皆
様
の
中
で
は
、「
接
骨
院
・
整
骨
院
」
も
「
健

康
保
険
適
用
」
と
表
記
さ
れ
て
い
れ
ば
医
療
機
関
と

同
様
と
お
考
え
に
な
る
方
が
大
半
か
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
「
接
骨
院
・
整
骨
院
」
は
内
科
・
外
科
な

ど
の
医
療
機
関
と
は
全
く
違
う
存
在
で
す
。

　

い
つ
も
健
康
保
険
業
務
に
ご
理
解
・
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
��
年
よ
り
「
接
骨
院
・
整
骨
院
」
の
受
診
に

際
し
て
、
照
会
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◎
急
性
・
亜
急
性
の
外
傷
性
の

骨
折
・
脱
臼
・
打
撲
お
よ
び

捻
挫
。

◎
急
性
・
亜
急
性
の
外
力
に
よ

る
筋
・
腱
の
断
裂
（
い
わ
ゆ

る
肉
ば
な
れ
）

健
康
保
険
で
施
術

（
治
療
）で
き
る
傷
病

上
記
以
外
の

▲
日
常
生
活
で
の
疲
労
や
肩
こ
り

▲
ス
ポ
ー
ツ
後
の
筋
肉
痛

▲
加
齢
に
よ
る
痛
み

▲
以
前
負
傷
し
た
箇
所
の
痛
み
（
一
年
以
上
前
の
怪
我

等
の
痛
み
）　

　

こ
の
よ
う
な
痛
み
に
対
す
る
施
術
（
治
療
）
は
健
康

保
険
証
を
使
用
せ
ず
に
自
費
で
治
療
し
て
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

そ
の
た
め
に
、
各
健
康
保
険
組
合
で
は
健
康
保
険

法
に
そ
っ
た
利
用
を
し
て
い
る
か
確
認
す
る
た
め
に

「
施
術（
治
療
）を
受
け
た
被
保
険
者
・
被
扶
養
者
の

方
に
照
会
を
す
る
」
と
い
う
形
を
と
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
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この度、任意継続被保険者の平成 �� 年度標準報酬月額上限限度額
は、健康保険法第 47条第２号により、470 千円と決定しました。

任意継続被保険者の標準報酬月額上限額

　

健
康
保
険
組
合
か
ら
の
照
会
で
確
認
を
し
て
い
る

こ
と
は

①
施
術
（
治
療
）
を
受
け
た
理
由
が
健
康
保
険
診
療

に
適
当
か

②
施
術
（
治
療
）
を
受
け
た
回
数
が
本
人
の
記
憶
と

相
違
な
い
か

③
支
払
金
額
が
い
く
ら
で
あ
っ
た
か

　

こ
の
3
点
を
確
認
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

治
療
費
を
支
払
っ
た
際
に
は
必
ず
領
収
証
（
レ
シ

ー
ト
）
を
も
ら
い
、
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
照
会
は
施
術
（
治
療
）
を
受
け
た
方

　

受
診
し
て
い
る
医
療
機
関
の
医
師
と
相
談
の
上
、

「
同
意
書
」
を
作
成
し
て
も
ら
っ
て
施
術
（
治
療
）

を
受
け
た
場
合
、
健
康
保
険
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
照
会
は
、
接
骨
院
・
整
骨
院
に
健
康
保
険
組

合
か
ら
「
療
養
費
」
を
支
払
う
た
め
に
行
っ
て
い
ま

す
。
照
会
に
対
し
て
、
ご
回
答
が
な
け
れ
ば
保
留
と

な
り
、
接
骨
院
・
整
骨
院
に
も
迷
惑
が
か
か
り
ま

す
。

　

ご
多
忙
と
は
存
じ
ま
す
が
、
照
会
状
が
届
い
た
際

に
は
、
速
や
か
に
ご
回
答
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

の
記
憶
で
記
載
し

て
い
た
だ
く
も
の

で
す
か
ら
、
再
度

接
骨
院
や
整
骨
院

へ
確
認
さ
れ
る
必

要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
「
鍼
・
灸
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
」
に
対
す

る
保
険
診
療
可
能

な
疾
患
は
「
神
経

痛
・
リ
ウ
マ
チ
・

頚
腕
症
候
群
・

五
十
肩
・
腰
痛
症

及
び
頚
椎
捻
挫
後

遺
症
等
」
で
す
。
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　前回の「健保だより」において、ジェネリック医薬品の一般的な概要
についてご説明いたしましたが、今回からより具体的に、ジェネリック
医薬品の効果をご理解いただくために、主な生活習慣病とそれに適した
ジェネリック医薬品の例示を先発医薬品と対比した形でお示ししたいと
思います。
　今回は第１回目として「高血圧」を取り上げることにします。

　血液が動脈を押し広げようとする圧力を血圧といいま
す。心臓が収縮して血液を全身に送り出すときに最も高く
なり（収縮期血圧）、拡張して血液を心臓に送り込むとき
に最も低くなります（拡張期血圧）。
　高血圧とは血管に強い圧力がかかっている状態を指し、
多くの場合、血管の中を血液が流れにくくなっています。
高血圧の原因は不明ですが、塩分の取りすぎ、肥満、スト
レスなどが危険因子とされています。

高血圧とは

●血圧の評価（成人の血圧分類）	 （単位：ｍｍHg）
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	 先発医薬品名	 ジェネリック医薬品	 １ヵ月薬価差（円）＊	 １年間薬価差（円）＊

　高血圧の状態が続くと、将来的に狭心症や心筋梗塞、脳卒中
や脳梗塞などが起こりやすくなります。これらを予防する目的
でも、高血圧の治療は大事です。まずは生活習慣の改善（減
塩、減量、運動、節酒、禁煙など）をこころがけます。それで
も血圧に改善がみられないときには、薬物治療を行います。

高血圧の治療

　高血圧に使用される薬にはいろいろな種類があります。血管
を収縮させて血圧を上昇させる物質を阻害するもの、血管を拡
張させて血圧を下げるもの、心臓に働いて心拍数を下げること
により血圧を下げるものなどです。

　以下に高血圧に使用される薬を一部紹介します。最近ではジ
ェネリック医薬品という、先発医薬品と有効成分は全く同じで
安価である薬も多く発売されています。高血圧のように長期に
わたって服用する病気の場合には、経済効果が大きくなるため
に最近注目されています。

＊各薬剤の規格（含有される成分量）によって差異が生じることあり
＊金額差は �0割負担の場合で記載

ノルバスク／アムロジン

アダラートCR

コニール

アーチスト

レニベース

カルデナリン

タナトリル

ラシックス

アルダクトンA

フルイトラン

アムロジピン「JG」

ニフェジピンCR「サワイ」

ベニジピン塩酸塩錠「YD」

アーチワン

エナラプリルマレイン酸塩錠「CH」

アルフロシン

イミダプリル塩酸塩錠「JG」

フロセミド「JG」

ヨウラクトン

トリスメン

�,�7� ～ �,744

�,690 ～ �,�80

�,609 ～ �,4�6

�,�7� ～ �,�46

�,070 ～ 4,�40

�,774 ～ 6,�9�

�,70� ～ �,4�0

�,��6 ～ �,4��

�,�04 ～ �,�08

�,�08 ～ �,4��

04,��6.� ～ 09,0��

08,�9�.� ～ �6,790

07,409.� ～ �9,6�8

�4,�7�.� ～ �8,�4�

��,�8�.� ～ �0,�70

09,4�7.� ～ 7�,��6

08,�77.� ～ �7,���

0�,6�8.� ～ 0�,��6

��,4��.� ～ �6,864

0�,��4.� ～ 0�,��6

主な高血圧治療薬（一般的な用法・用量で計算）
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今
や
み
ん
な
が
知
っ
て
い
る
花
粉
症
で
す
が
、
き

ち
ん
と
理
解
で
き
て
い
ま
す
か
？

　

こ
れ
か
ら
猛
威
を
振
る
う
「
花
粉
症
」
の
正
体
の

多
く
は
「
ス
ギ
」。
ブ
タ
ク
サ
や
イ
ネ
科
植
物
に
よ

る
花
粉
症
は
海
外
で
も
み
ら
れ
ま
す
が
、「
ス
ギ
」

に
よ
る
花
粉
症
は
日
本
に
し
か
な
い
ア
レ
ル
ギ
ー
病

だ
と
い
う
こ
と
は
ご
存
知
で
す
か
？

　

ど
う
し
て
日
本
に
し
か
な
い
の
か
、
そ
の
大
き
な

原
因
は
、
戦
後
、
日
本
全
国
で
ス
ギ
が
植
林
さ
れ
て

森
林
化
さ
れ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ス
ギ
花
粉
の
飛

　

い
よ
い
よ
花
粉
シ
ー
ズ
ン
到
来
。
今
や
花
粉
症
の
患
者
数
は
、
国
民
の

�0
％
〜
�0
％
の
１
、０
０
０
万
〜
１
、５
０
０
万
人
と
推
計
さ
れ
、
こ
れ
は

ま
さ
に
「
国
民
病
」。

　

魔
の
シ
ー
ズ
ン
を
乗
り
越
え
る
生
活
上
の
注
意
点
や
セ
ル
フ
ケ
ア
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

き
ち
ん
と
知
っ
て
る
？

花
粉
症

　

花
粉
の
重
症
化
を
防
ぐ
に
は
、
花
粉
を
で
き
る
だ

け
鼻
に
入
れ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
外
出
時
間
を

減
ら
し
た
り
、
マ
ス
ク
を
し
た
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
防
御
策
が
あ
り
ま
す
。

散
数
は
、
ほ
か
の
花
粉
の
数
倍
か
ら
10
倍
と
多
い
た

め
、
ス
ギ
花
粉
症
の
患
者
さ
ん
は
重
症
化
す
る
ば
か

り
か
、
年
々
新
た
な
患
者
さ
ん
が
増
え
続
け
て
い
る

の
で
す
。

飛
散
数
が
増
え
る
と

症
状
は
重
く
な
る

重
症
化
す
る
原
因

高
い
ハ
ー
ド
ル
も
こ
れ
な
ら
乗
り
越
え
ら
れ
る
⁉

〈花粉シーズンの防御法〉

風の強い日は、外出をさける。

買い物など、
外出はできる
だけ午前中に
済ませる。

窓を開けない、
開けるときは
風下側を開け
る。

住まいの中に
花粉ゼロの部
屋をつくる。

外出時はマス
ク、メガネ、
帽子を着用す
る。

ふとん、洗濯
物をなるべく
外に干さない。
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で
き
る
だ
け
外
出
を
控
え
る
こ
と
が
最
大
の
防
御

策
で
す
が
、
仕
事
や
学
校
が
あ
れ
ば
、
そ
う
い
う
わ

け
に
も
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。
薬
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
の
が
現
実
で
す
。

●
一
般
的
な
治
療
法
の
例
を
一
つ
挙
げ
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

花
粉
が
飛
散
す
る
前
に
出
さ
れ
る
花
粉
情
報
で
大

量
飛
散
数
が
出
た
ら
、
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
を
二
月
の

第
一
週
、
遅
く
と
も
第
二
週
か
ら
飲
み
は
じ
め
、
第

三
週
か
ら
は
こ
れ
に
鼻
噴
霧
用
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
を
追

加
し
、
花
粉
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
る
ま
で
欠
か
さ
ず
使

い
ま
す
。
こ
れ
に
外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
、
こ
の
季
節
を
乗
り
切
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

毎
年
、
花
粉
が
飛
び
は
じ
め
る
時
期
に
な
る
と
、

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
飛
散
予
測
情
報
等
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
情
報
を
上
手
に
活

用
す
る
こ
と
で
、
症
状
を
軽
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、「
飛
散
数
に
関
係
な
く
外
出
な
ど

で
長
時
間
花
粉
を
浴
び
る
と
重
症
化
し
、
逆
に
大
量

飛
散
時
で
も
外
出
し
な
け
れ
ば
重
症
化
す
る
こ
と
は

な
い
」
の
は
大
前
提
。
長
時
間
の
外
出
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

自
ら
が

治
療
に
参
加
す
る

重
症
化
を
抑
え
る
対
策

　

花
粉
飛
散
数
に
応
じ
た
対
処
法
は
、
あ
く
ま
で
も

平
均
的
な
花
粉
症
の
患
者
さ
ん
に
対
す
る
情
報
で

す
。
生
活
環
境
や
花
粉
に
対
す
る
過
敏
性
、
治
療
の

効
果
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
個
人
差
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
オ
ス
ス

メ
す
る
の
が
『
花
粉
症
ノ
ー
ト
』。
そ
の
年
の
花
粉

総
数
を
記
し
、
使
用
し
た
薬
は
市
販
薬
か
処
方
薬

か
、
薬
は
単
独
で
使
っ
た
か
併
用
し
た
か
、
ど
の
程

度
効
果
が
あ
っ
た
か
な
ど
、
で
き
る
だ
け
詳
し
く
記

録
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
記
録
を
数
年
間
続

け
る
と
、
自
分
自
身
の
花
粉
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
完
成
し
、
次
の
年
か
ら
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参

考
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
い
ま
す
。

　今、少しずつ増えてきているのが、スギ花
粉エキスによる減感作療法です。この療法
は、アレルゲンであるスギ花粉エキスを少し
ずつ体内に入れ、徐々に増やしていくこと
で、それに対する過敏な反応を減らしていこ
うという治療法です。しかし、まだまだ日本
では普及していないのが現実。抗ヒスタミン
薬などの薬で対応できない方が行うケースが
多いようです。
※希望する場合は、近くの耳鼻咽喉科に、減感作療法
を受けられるかどうか、あらかじめ確認するとよ
いでしょう。

減感作療法について

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

情
報
を
活
用
し
て

重
症
化
を
防
ぐ

花
粉
症
ノ
ー
ト
を

つ
く
っ
て
み
よ
う
！
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　介護保険料の負担と支払い方法について時々問い合わせがありますので、当健保組合の
介護保険料徴収の仕組みを簡単にご説明いたします。
　介護保険制度には、日本国内に住所を有する 40 歳以上のすべての方が加入し保険料を
納めることになっています。65 歳以上の方は介護保険第 1 号被保険者となり保険料は
個々に市区町村へ納めます。40 歳以上 65 歳未満の方は介護保険第 2 号被保険者となり、
加入している医療保険の保険者 ( 健保組合など ) へ納めます。海外赴任などで住民票を海
外へ移し国内非居住者になった場合は介護保険被保険者の資格がなくなります。

　ここでよく質問されるのが、65 歳になった健康保険被保険者の方が、市区町村から介
護保険料を徴収されるようになったのに、被扶養者である奥様が 40 歳以上 65 歳未満であ
るため健保組合からも介護保険料を徴収されるというケースです。｢両方から請求される
のはおかしい。重複しているのではないか？｣ というわけです。

　当健保組合では介護保険第 2 号被保険者である被保険者から介護保険料を徴収していま
すが、その方が第 2 号被保険者を扶養している場合、扶養者分の介護保険料は徴収しない
ことにしています。扶養人数にかかわらず一人分の保険料を徴収しているわけです。
　また組合の規約で定め、介護保険第 2 号被保険者以外の被保険者が、第 2 号被保険者で
ある家族を扶養する場合、｢特定被保険者｣ として介護保険料を徴収することにしていま
す。具体的には① 40 歳未満の被保険者に 40 歳以上 65 歳未満の被扶養者がいる。② 住民
票を海外へ移し国内非居住者となっている被保険者に、国内に住む 40 歳以上 65 歳未満の
被扶養者がいる。③ 65 歳以上の被保険者に 40 歳以上 65 歳未満の被扶養者がいる。
―という場合です。
　ご質問のケースの場合、今まで一人分の介護
保険料を健保に納めていた被保険者の方は 65
歳になったので介護保険第１号被保険者として
市区町村へ保険料を納めるようになりました。
しかし、被扶養者である奥様が 40 歳以上 65 歳
未満の第 2 号被保険者であるため、その方は上
記③に該当する ｢特定被保険者｣ となり、引き
続き当健保組合へも介護保険料を納めることに
なったわけです。このあと奥様が 65 歳になれ
ば、介護保険料を健保組合へ納付する必要はな
くなりますが、市区町村からは第 1 号被保険者
として、ご本人と奥様、二人分の介護保険料が
徴収されることになります。


